






要約:肝型アルギナーゼは尿素サイクルの最後の反応を行う酵素であり,本酵素の欠損によ

るアルギニン血症は常染色体性劣性遺伝形式を示す先天性代謝異常症である。すでにクロ

ーン化しているヒト肝型アルギナーゼ cDNA をプローブとしてヒト肝型アルギナーゼ染色

体遺伝子を単離し構造を決定した。同遺伝子の長さは約 12kb であり,7 個のイントロンに

分断される 8個のエクソンより構成されていた。 


